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昔は紙媒体で漫画を読んでいましたが、今ではスマホで漫画を読むのが普

通です。読み終わって積まれていたジャンプがいまやマイクロ SD や SD

カードの中に保存されています。その結果、紙媒体の漫画雑誌の売り上げ

は大きく減少し、逆に電子媒体の売り上げが増加しています。また、電子

媒体で読む漫画も非常に多様化し、最近では無課金で読めるようになりま

した。ユーザーに漫画を「タダ」で提供していては利益なんて得られない

はず……。だけど立派にビジネスとして成り立っているようです。なぜな

のでしょうか？その謎に挑戦します 

≺調査・研究内容≻ 

次のような内容で調査・分析を進める予定です。 

1. 漫画の多様化 

漫画が掲載される媒体は紙とデータが主流になり、プロ、素人を問わ

ず、多くの読者に読まれるようになりました。 Lineマンガを始めとし

た無料で漫画を読めるアプリがいくつか配信されています。その現状

をまず調べます。 

2. 漫画産業のビジネス・モデル 

伝統的な紙媒体での漫画の製造、販売モデルと、近年主流化している

電子媒体の漫画市場のビジネス・モデルを調べる予定です 

3. ピッコマのビジネス・モデル 

電子媒体漫画の新しいプレーヤーであるピッコマを具体例に、新しい漫画

の作り方・売り方の秘訣を調査・分析します。「待てば 0円」がピッコマの

ウリですが、その仕組みを「ダイナミック・プライシング」というコンセ

プトを軸に分析します。 


